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一
般
会
計
の
予
算
は
、
48
億
５
，

３
９
８
万
円
。
前
年
度
と
比
べ
て

１
億
２
，
２
６
３
万
円
、
２
・
５
％
の
減

額
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
歳
入
に
は
、
町
税
や
使
用

料
、
積
立
金
か
ら
の
繰
入
金
な
ど
、
直
接

町
に
入
っ
て
く
る
「
自
主
財
源
」
と
国
・

県
か
ら
の
補
助
金
や
地
方
交
付
税
、
町
債

な
ど
、
国
・
県
に
頼
る
「
依
存
財
源
」
が

あ
り
ま
す
。

　

20
年
度
予
算
は
、
自
主
財
源
が

27
億
８
，
１
７
２
万
円
で
、
歳
入
の

57
・
３
％
を
占
め
、
19
年
度
と
比
べ
て

９
，
３
８
１
万
円
の
減
額
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
自
主
財
源
の
大
半
が
町
民
税
や

固
定
資
産
税
な
ど
の
町
税
で
、
21
億
０
，

９
７
８
万
円
、
歳
入
の
43
・
５
％
を
占
め

て
い
ま
す
。

　

予
算
総
額
は
２
・
５
％
減

　

予
算
総
額
は
２
・
５
％
減

　

歳　

入

　

歳　

入

　

自　

主　

財　

源

　

自　

主　

財　

源

　

依
存
財
源
は
、
20
億
７
，
２
２
６
万
円

で
、
歳
入
の
42
・
７
％
を
占
め
、
前
年
度

よ
り
２
，
８
８
２
万
円
の
減
額
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

そ
の
内
の
主
な
も
の
は
地
方
交
付
税

と
国
・
県
支
出
金
で
、
併
せ
て
14
億
６
，

９
１
６
万
円
、
歳
入
の
30
・
３
％
を
占
め

て
い
ま
す
。

　

国
庫
支
出
金
は
、
ま
ち
づ
く
り
交
付

金
の
事
業
量
の
減
に
よ
り
前
年
度
よ
り

１
億
０
，
２
５
０
万
円
の
大
幅
な
減
額
と

な
り
ま
し
た
が
、
県
支
出
金
で
は
、
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
の
創
設
に
伴
い
、
保
険

基
盤
安
定
制
度
拠
出
金
の
増
や
水
源
環
境

保
全
・
再
生
交
付
金
事
業
の
事
業
量
の
増

な
ど
に
よ
り
増
額
と
な
り
、
地
方
交
付
税

は
、
地
方
再
生
対
策
費
の
創
設
に
よ
り
前

年
度
よ
り
３
，
５
０
０
万
円
の
増
額
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
は
、
第
４
次
総
合
計
画
中
期
基
本

計
画
で
計
画
さ
れ
た
施
策
・
事
業
を
着
実

に
実
施
す
る
た
め
、
子
育
て
支
援
と
健
康

づ
く
り
、
高
齢
者
福
祉
制
度
の
充
実
、
安

全
・
安
心
な
生
活
環
境
の
整
備
、
自
然
環

境
の
保
全
整
備
を
推
進
し
、
町
民
生
活
に

密
着
し
た
施
策
や
町
民
福
祉
を
低
下
さ
せ

な
い
予
算
編
成
と
し
ま
し
た
。

　

依　

存　

財　

源

　

依　

存　

財　

源

　

歳　

出

　

歳　

出

 

◇
◇
◇
◇
◆

　

一

般

会

計

　平成２０年度の当初予算が３月１７日町議会で可決されました。
予算総額は、７９億６，２６１万円、前年度と比べて１１．０％の減となりました。
　このうち、町の行政運営の基本的な経費である一般会計は４８億５，３９８万円、特別会計は、
後期高齢者医療制度の開始により後期高齢者医療特別会計が新設されたため１０の特別会計と
なり総額は２８億０，８０８万円、水道事業会計は３億０，０５５万円となっています。
　平成２０年度の予算編成にあたっては、第４次総合計画中期基本計画の、７つの施策を基本
とし、町民が真に求める諸課題に対応するため、全ての既存事業を含め、町民の視点に立って
「見直しと選択」を柱に、限られた財源を効率的・効果的に活用し、町民一人ひとりが健康で潤
いのあるまちづくりをめざした予算編成としました。
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●●●●財 源 内 容 （単位：万円）

●●● 20年度の予算規模と前年度の比較●●●
会 計 名

一 般 会 計

特 別 会 計

水道事業会計

総 額

平成19年度

49億7,661

37億0,758

2億6,666

89億5,085

平成20年度

48億5,398

28億0,808

3億0,055

79億6,261

増 減 額 増 減 率

2.5%減

24.3%減

12.7%増

11.0%減

（単位：万円）

1億2,263減

8億9,950減

3,389増

9億8,824減

項　　目 予  算  額 増  減  額 増  減  率

21億0,978

6億7,194

27億8,172

7億0,400

7億6,516

3億3,010

2億7,300

20億7,226

48億5,398

6,228減

3,153減

9,381減

3,500増

5,102減

2,480減

1,200増

2,882減

1億2,263減

2.9%減

4.5%減

3.3%減

5.2%増

6.3%減

7.0%減

4.6%増

1.4%減

2.5%減

町　　税

そ の 他

計

地方交付税

国・県支出金

町　　債

そ の 他

計

合　　　計

自
主
財
源

依
存
財
源

財 源

■
■

■ 一般会計 ■■
■

（単位：万円）

予  算  額 増  減  額 増  減  率

12億6,395

8億6,124

8億6,072

5億9,488

4億5,910

692

4億7,176

3億3,541

48億5,398

7,686減

5,582減

1億0,635増

6,925減

1,378増

43増

2,899減

1,227減

1億2,263減

5.7%減

6.1%減

14.1%増

10.4%減

3.1%増

6.6%増

5.8%減

3.5%減

2.5%減

人　件　費

物　件　費

補　助　費

普通建設事業費

公　債　費

積　立　金

繰　出　金

そ　の　他

合　　　計

項　　目

質性 別

みい使 ち

●●●●●●●●性 質 別 の 使 い み ち

●	

町
独
自
で
小
児
医
療
費
助
成
の
対
象
年

齢
を
６
歳
か
ら
小
学
校
修
了
ま
で
引
き

上
げ
る
小
児
医
療
費
助
成
事
業

●	

妊
婦
健
康
診
査
の
助
成
回
数
を
２
回
か

ら
５
回
に
拡
大

●	「
健
康
町
民
の
町　

山
北　

」
を
め
ざ
し
、

個
々
の
ニ
ー
ズ
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
応

じ
た
健
康
づ
く
り
を
応
援
す
る
た
め
に
、

町
民
健
康
マ
イ
ス
タ
ー
講
座
開
催
事
業

●	

子
育
て
支
援
、
ス
ポ
ー
ツ
、
健
康
づ
く

り
な
ど
の
活
動
を
実
践
し
て
い
る
団

体
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
活
動
現
場
を
訪
ね
、

率
直
な
意
見
交
換
を
行
う
「
ほ
の
ぼ
の

車
座
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を
開
催

●	

地
域
再
生
を
め
ざ
し
特
色
あ
る
町
づ
く
り

を
推
進
す
る
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業

　
（
町
道
４
路
線
整
備
事
業
、
観
光
情
報

板
設
置
事
業
、
駅
周
辺
魅
力
づ
く
り
検

討
事
業
、
河
村
城
址
歴
史
公
園
整
備
事

業
、
町
内
循
環
バ
ス
運
行
事
業
）

●	

県
と
市
町
村
が
連
携
し
実
施
す
る
水
源

環
境
保
全
・
再
生
交
付
金
事
業

				

（
地
域
水
源
林
整
備
支
援
事
業
、
河
川
・

水
路
自
然
浄
化
対
策
推
進
事
業
、
地
下

水
保
全
対
策
推
進
事
業
）

　

以
上
の
事
業
等
を
含
め
た
第
４
次
総
合

計
画
中
期
基
本
計
画
の
重
点
施
策
を
基
本

に
、
町
民
の
み
な
さ
ま
が
安
全
に
安
心
し

て
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
教
育
、
防

災
、
福
祉
、
医
療
な
ど
に
重
点
を
お
い
た

予
算
編
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

主　

な　

事　

業

　

主　

な　

事　

業
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農 林 水
産 業 費

2万0,200円
（3,384円減）

議 会 費 20年度予算で
町民1人に使われる
　　　　    町のお金

38万7,481円
（3,700円減）

総 務 費

7,438円
（463円増）

9万7,169円
（7,550円減）

目的別歳出額を、3月1日現在の
人口12,527人で算出した金額

一般会計中で

民生費

7万1,229円
（6,763円増）

衛 生 費

4万7,554円
（7,917円減）

目 的 別 の 予 算 額 と お も な 事 業■■
■■

■■
■■

※（　）内は前年度対比増減

予　算　額 お　　も　　な　　事　　業区　　　　分
9,318万円
（445万円増）

●		議会だよりの発行議　　　会　　　費

総　　　務　　　費

民　　　生　　　費

衛　　　生　　　費

農 林 水 産 業 費

計

12億1,723万円
（1億1,499万円減）

●		総合計画策定事業
●		花と水の交流圏づくり推進事業（大野山散策道整備等）
●		学校統廃合検討調査事業
●		ほのぼの車座ミーティング開催事業
●		電算管理運用事業
●	 まちづくり交付金事業（町道４路線整備、河村城址歴史公園整備事業、観光

情報板設置、ハイブリッド型街灯整備事業、駅周辺魅力づくり検討事業、町
内循環バス運行事業）

●	 水源環境保全・再生交付金事業（地域水源林整備支援事業、河川・水路自然
浄化対策推進事業、地下水保全対策推進事業）

●		町税賦課徴収事業

8億9,229万円
（7,215万円増）

●		神奈川県後期高齢者医療運営事業
●		在宅障害者福祉対策推進事業
●		障害者自立支援給付事業
●		小児医療助成事業（町独自で小学校修了まで医療費を助成）
●		子育て支援事業
●		児童手当支給事業
●		保育園運営事業

予　　　備　　　費

諸 　 支 　 出 　 金

公　　　債　　　費

災　害　復　旧　費

教　　　育　　　費

商　　　工　　　費

土　　　木　　　費

消　　　防　　　費

5億9,571万円
（1億0,999万円減）

●		母子保健事業（妊婦検診助成回数を拡大）
●		健康福祉センター管理事業
●		町民健康マイスター講座開催事業
●		予防接種事業
●		健康診査・相談等事業
●		地球温暖化防止対策推進事業
●		塵芥処理事業
●		ごみ減量再資源化事業

2億5,305万円
（4,698万円減）

●		農業活性化推進事業
●		産業交流事業
●		中山間地域総合整備事業（浅間山農道整備、日向用水路整備ほか）
●		農道用水維持管理事業（川村用水改修等）
●		農業用道路横断工作物緊急耐震対策事業（向山橋）
●		水源の森林づくり協力協約推進事業
●		森林ボランティア実践事業

9,841万円
（355万円増）

●		観光パンフレット作成
●		丹沢湖イルミネーションの増設
●		観光振興事業

5億0,247万円
（8,122万円増）

●		道路新設改良事業（嵐線、鍛冶屋敷高杉線、鍛冶屋敷線改良）
●		町道維持補修事業
●		河川維持管理事業
●		都市計画調整事業
●		町営住宅管理事業

2億6,992万円
（1,771万円増）

●		消防施設整備事業
●		防災設備等維持管理事業（防災無線デジタル化、全国瞬時警報システム整備）

4億2,640万円
（4,177万円減）

●		英語補助教員設置事業
●		適応指導教室運営事業
●		奨学補助事業
●		学校施設維持管理運営事業（三保中プール改修等）
●		幼稚園運営事業
●		放課後子どもプラン推進事業
●		丹沢湖マラソン大会開催事業
●		カヌーのまちづくり推進事業

150万円
（増減なし）

●		災害復旧に係る経費

4億5,910万円
（1,378万円増）

●		元金３億７，９９４万円
●		利子　　７，９１６万円 

363万円
（166万円増）

●		土地開発公社への利子補給

4,109万円
（342万円減）

48億5,398万円
（1億2,263万円減）
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ことから、国民皆保険を維持し、将来にわたり安定的
で持続可能なものにするため、高齢者世代と現役世代
の負担を明確化し、世代間で公平に負担する新たな医
療制度が創設されたことにより、設置するものです。
	 	なお、広域連合との事務の分担により、保険料徴収
と申請や相談などの窓口事務が町の事務となってお
り、予算総額は 1億５，２０４万円となっています。

災害給付見舞事業
　この会計は、火災や風水害により被害を受けた町民
の方々に見舞金などをお渡しするもので、予算額は前
年度と同額の９００万円となっています。

下水道事業
　公共下水道は、ぐみの木地区の整備を推進します。
今年度は新たに、水源環境保全・再生事業を活用し、
水源地域である三保地区を対象とした町設置型合併処
理浄化槽の整備事業を始めます。この事業は、町が高
度処理型合併処理浄化槽を設置し、維持管理を行うも
のです。予算総額は５億４, ９９３万円となり前年度
比べ２５．０％の増となっています。

山北・共和・三保財産区
　山北・共和・三保財産区は、それぞれの管理会運営
費や造林地の保育管理費などの予算となっています。

介護保険事業
　介護保険事業は、介護サービスを効果的に提供し、
自立した日常生活を送るための支援の充実を図るとと
もに、予防重視への支援の充実を進めるための予算を
計上しました。
　予算額は８億０，１４３万円で、前年度と比べて
２．５％の減となっています。また、歳出について
は、介護サービス給付費と地域支援事業費で、全体の
９５．２％となっています。

商品券
　この会計は、商品券を発行し、町の経済の活性化と
町内の商工業の振興に寄与することを目的としていま
す。予算額は１，２９９万円で、歳入は商品券売払収
入等、歳出は商品券換金代金等となっています。

　水道事業では、町民の方々に安全でおいしい水を供
給しています。
　主な事業は、JR水管橋改修工事や共和地区配水管
布設替工事などを行い、水道施設の整備拡充を実施し
ます。
　予算額は３億０，０５５万円で、前年度と比べて
１２．７％の増となっています。

公 債 費

3万6,649円
（1,646円増）

そ の 他

3,690円
（81円減）

商 工 費

7,856円
（400円増）

土 木 費

4万0,111円
（6,999円増）

教育費

3万4,038円
（2,761円減）

消 防 費

2万1,547円
（1,722円増）

国民健康保険事業
　国民健康保険事業の医療費の一般被保険者分は、加
入者の増により４７．７％の増、退職被保険者分は対
象者の減により６２．０％の減、老人保健拠出金につ
いては、制度改正により８３．０％の減、新規事業と
して後期高齢者支援金、特定健康診査等事業を計上
し、予算総額は１１億１，４０３万円で前年度と比べ
て３．８％の減となっています。

老人保健医療
　老人保健医療は、老人保健法の一部改正により、平
成２０年４月から後期高齢者医療制度に移行するた
め、3 月診療分及び月遅れ請求・過誤分を計上し、
予算総額は、１億１，７８４万円で前年度と比べて
８９．８％の減となっています。
　この会計では、医療費が歳出の９５％以上を占めて
います。

後期高齢者医療
	 	後期高齢者医療は、今後、急速に高齢化が進行する
中、高齢者の医療費は益々増大することが見込まれる

◆◆◇◇◇◇◆◆特 別 会 計

◆◇◇◇◇◇◇◆水 道 事 業 会 計

　 　 特 別 会 計 の 内 訳 （単位：万円）

国民健康保険事業

老人保健医療

後期高齢者医療

災害給付見舞事業

下 水 道 事 業

山 北 財 産 区

共 和 財 産 区

三 保 財 産 区

介護保険事業

商　 品　 券

計

予　算　額会　計　名 増　減　額
（増減率）

11億1,403

1億1,784

1億5,204

900

5億4,993

1,075

2,793

1,214

8億0,143

1,299

28億0,808

（3.8% 減）

（89.8% 減）

（25.0% 増）

（13.1減）

（66.1% 減）

（0.9% 減）

（2.5% 減）

（15.9% 減）

（24.3% 減）

4,354減

10億3,845減

1億1,015

162減

5,456減

11減

2,096減

245減

8億9,950

　 　　皆増

　 増減なし
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【
地
方
債
】

　

地
方
公
共
団
体
が
公
共
工
事
な
ど
の

資
金
調
達
の
た
め
に
負
担
す
る
債
務

で
、
そ
の
返
済
が
年
度
を
越
え
て
行
わ

れ
る
も
の
で
す
。
町
債
が
こ
れ
に
あ
た

り
ま
す
。

【
臨
時
財
政
対
策
債
】

　

長
引
く
不
況
の
影
響
で
国
税
収
入
の

減
少
に
よ
る
地
方
交
付
税
の
財
源
不
足

分
を
賄
う
た
め
、
地
方
財
政
法
第
５
条

の
特
例
と
し
て
発
行
す
る
地
方
債
の
こ

と
で
す
。
な
お
、
こ
の
臨
時
財
政
対
策

債
の
元
利
償
還
金
相
当
額
に
つ
い
て

は
、
そ
の
全
額
が
後
年
度
地
方
交
付
税

に
算
入
さ
れ
ま
す
。

【
減
税
補
て
ん
債
】

　

国
の
減
税
政
策
に
よ
り
、
個
人
住
民

税
の
減
税
が
行
わ
れ
た
場
合
な
ど
、
地

方
自
治
体
の
減
収
額
を
埋
め
る
た
め
に

許
可
さ
れ
る
地
方
債
の
こ
と
で
す
。
臨

時
財
政
対
策
債
と
同
じ
よ
う
に
元
利
償

還
金
相
当
額
に
つ
い
て
は
、
そ
の
全
額

が
後
年
度
地
方
交
付
税
に
算
入
さ
れ
ま

す
。

【
公
債
費
】

　

町
が
借
り
入
れ
た
地
方
債
の
元
利
償

還
金
お
よ
び
一
時
借
入
金
利
子
の
合
計

額
の
こ
と
で
す
。

　

現
在
、
町
の
地
方
債
現
在
高
は
、
平

成
20
年
度
末
（
当
初
予
算
ベ
ー
ス
）
で

は
41
億
３
，
６
５
６
万
円
と
な
り
、
平
成

10
年
度
か
ら
比
較
す
る
と
、
約
11
億
６
，

５
９
０
万
円
の
増
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
大
き
な
要
因
は
、
国
の
財
政
難
に
よ

り
、
地
方
交
付
税
を
減
額
し
た
不
足
分
を

補
う
臨
時
財
政
対
策
債
と
国
の
恒
久
減
税

に
よ
り
生
じ
た
影
響
額
を
補
う
減
税
補
て

ん
債
と
し
て
借
り
入
れ
た
こ
と
に
よ
る
も

の
で
す

　

こ
の
臨
時
財
政
対
策
債
約
16
億
９
，

０
１
９
万
円
及
び
減
税
補
て
ん
債
約

３
億
７
，
４
６
６
万
円
の
総
額
約

20
億
６
，４
８
５
万
円
に
つ
き
ま
し
て
は
、

国
の
政
策
に
基
づ
い
て
借
り
入
れ
、
そ
の

元
利
償
還
金
の
全
額
が
、
後
年
度
の
地
方

交
付
税
に
算
入
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
他
に
も
地
域
総
合
整
備
事

業
債
な
ど
の
約
２
億
３
，
６
９
８
万
円
の

地
方
債
に
つ
い
て
も
地
方
交
付
税
に
算
入

さ
れ
ま
す
の
で
、
地
方
交
付
税
に
算
入
さ

れ
る
総
額
は
、
約
23
億
０
，
１
８
３
万
円

に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
地
方
交
付
税
に
算
入
さ
れ
る

総
額
23
億
０
，
１
８
３
万
円
を
除
い
た

平
成
20
年
度
末
地
方
債
残
高
18
億
３
，

４
７
３
万
円
（
一
般
財
源
で
補
う
額
）

を
平
成
10
年
度
と
比
較
す
る
と
３
，

４
７
８
万
円
の
減
額
と
な
り
ま
す
。

　

地
方
債
の
状
況

　

地
方
債
の
状
況
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◆
推 

薦

　

尾
根
の
雲
海
と
霧
氷
＝
両
角　

泰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
南
足
柄
市
）

◆
特 

選

　

初
冬
の
世
附
川
＝
武
藤
滋　
（
秦
野
市
）

　

打
合
せ
＝
杉
村
雄
二　
　
　
（
上
本
村
）

　

輝
緑
に
包
ま
れ
て
＝
上
浦
敏
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
京
都
）

◆
丹
沢
湖
賞

　

秋
晴
れ
の
丹
沢
湖
＝
石
井
清
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
横
浜
市
）

◆
山
北
の
滝
賞

　

洒
水
の
滝
コ
ー
ス
へ
ハ
イ
キ
ン
グ

　
　
　
　
　
　

＝
添
田
英
治　
（
二
宮
町
）

◆
入 

選

　

ダ
ム
サ
イ
ト
＝
飯
田
清
己　
（
秦
野
市
）

　

丹
沢
湖
の
秋
＝
中
村
雄
二　
（
秦
野
市
）

　

市
間
の
道
行
き
＝
中
嶋
亨
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
田
原
市
）

　

滝
不
動
火
祭
り
＝
矢
澤
幸
三（
尺
里
中
）

　

光
の
競
演
＝
石
川
二
六　
　
　
（
堂
山
）

　

昼
下
が
り
＝
相
原
豊
子　
　
　
（
湯
坂
）

◆
佳 

作

　

紅
葉
の
千
代
の
沢
＝
増
田
淳
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
塚
市
）

　

湯
触
渓
谷
＝
川
島
康
二　
　
（
川
崎
市
）

　

山
頂
か
ら
の
絶
景
②
＝
飯
田
恒
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
松
田
町
）

　

わ
た
し
達
も
で
き
る
か
な
＝
岸
村
朝
弘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
秦
野
市
）

　

伝
統
を
継
ぐ
子
＝
佐
藤
勝
美

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
南
足
柄
市
）

　

丹
沢
湖
花
火
の
思
い
出

　
　
　
　
　
　

＝
佐
々
木
英
輔（
横
浜
市
）

　平成１９年度「山北の観光写真コンクール」の
審査が行われ、１８点の入賞作品が決定しました。
　このコンクールは、町観光協会と ( 財 ) 町環境
整備公社の主催で、町の観光振興に広く活用する
ための写真を募集するものです。
　今年のコンクールには１７１点（５７名）の応
募がありました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

尾根の雲海と霧氷
両角　泰（南足柄市）
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▼
団　

長　
　

佐
野　

益
久
（
上
清
水
）

▼
副
団
長　
　

小
澤　

彰
夫
（
萩
原
下
）

　
　
　
　
　
　

佐
藤　

光
重
（
箒　

沢
）

▼
分
団
長

　

第
１
分
団　

岩
田　

光
浩
（
萩　

原
）

　

第
２
分
団　

瀬
戸　
　

茂
（
田　

中
）

　

第
３
分
団　

山
崎　

進
一
（　

宿　

）

　

第
４
分
団　

原　
　

秀
治
（　

宿　

）

　

第
５
分
団　

羽
田　

京
三
（
高　

松
）

　

第
６
分
団　

古
瀬　

直
也
（
平　

山
）

　

第
７
分
団　

瀬
戸　

信
彦
（
鍛
冶
屋
敷
）

　

第
８
分
団　

藪
田
美
紀
夫
（　

嵐　

）

　

第
９
分
団　

渡
辺　

英
知
（
谷
戸
諸
渕
）

　

第
10
分
団　

鈴
木　

寿
海
（
大
蔵
野
）

　

第
11
分
団　

小
笹　

伸
行
（
川
西
平
山
）

　

第
12
分
団　

豊
田　

里
己
（
尾　

崎
）

　

第
14
分
団　

佐
藤　

貴
浩
（
箒　

沢
）

　

第
15
分
団　

諸
星　

勝
彦
（
玄　

倉
）

　

な
お
、
退
団
さ
れ
た
幹
部
の
方
々
は
次

の
と
お
り
で
す
。

▼
分
団
長

　

第
１
分
団　

栗
田　
　

功
（
萩
原
下
）

　

第
７
分
団　

小
澤　

正
治
（
都
夫
良
野
）

　

第
９
分
団　

岩
井　

清
一
（
峯　

下
）

　

第
10
分
団　

山
崎　

康
博
（
大
蔵
野
）

　

第
11
分
団　

福
野　
　

学
（
川
西
平
山
）

　

第
14
分
団　

細
川　

公
一
（　

畑　

）

　

第
15
分
団　

磯
田　

正
光
（
玄　

倉
）

　

３
月
17
日
に
開
催
さ
れ
た
町
議
会
第
１
回

定
例
会
で
、
宮
地
の
原
憲
司
氏
（
60
歳
）
を

副
町
長
に
選
任
す
る
こ
と
に
つ
い
て
同
意
さ

れ
ま
し
た
。
任
期
は
平
成
20
年
４
月
１
日
か

ら
平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で
で
す
。
な
お
、

副
町
長
の
清
水
正
己
氏
（
65
歳
）、
収
入
役

の
細
谷
英
雄
氏
（
62
歳
）
が
３
月
31
日
付
け

で
辞
職
さ
れ
ま
し
た
。

※
地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ
り
収
入
役
制
度
は
廃
止

さ
れ
ま
し
た
の
で
、
細
谷
収
入
役
の
後
任
は
お
り

ま
せ
ん

清水正己副町長が辞職

　3月31日付けで、清
水副町長が辞職されま
した。
　清水氏は、平成11
年3月に収入役に就任
し、平成14年6月に助
役に就任、平成18年に
再任されるなど、特別
職として町の発展のた
めに尽力されました。

※平成19年4月に助役か
ら副町長に名称変更

細谷英雄収入役が辞職

　3月31日付けで、細
谷収入役が辞職されま
した。
　細谷氏は、昭和39
年に山北町役場に入庁
し、税務課長、企画総
務部長などを歴任。平
成14年6月に収入役に
就任し、平成18年に
再任されるなど、44
年にわたり町の発展の
ために尽力されまし
た。

副町長に原憲司氏

　清水副町長の辞職に
より、宮地の原憲司氏
が副町長に就任しまし
た。
　原氏は、昭和41年
に山北町役場に入庁
し、水道課長、産業観
光課長、総務課長、企
画総務部長、参事兼企
画財政課長などを歴任
しました。
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我
が
家
は
舜
が
１
歳
４
か
月
に
な
る
こ
ろ

山
北
に
引
越
し
て
来
た
の
で
も
う
す
ぐ
２
年

が
経
ち
ま
す
。
最
初
の
こ
ろ
は
近
所
に
子
ど

も
が
い
な
く
て
公
園
に
行
っ
て
も
貸
し
切
り

状
態
で
寂
し
い
な
ぁ
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。

で
も
除
々
に
環
境
に
慣
れ
散
歩
に
出
れ
ば
近

所
の
方
が
声
を
か
け
て
く
れ
た
り
、
お
菓
子

を
く
れ
た
り
し
て
、
舜
も
小
さ
な
事
か
ら
人

と
の
触
れ
合
い
が
楽
し
み
に
な
っ
た
よ
う
で

今
で
は
自
分
か
ら
「
お
は
よ
ぉ
〜
！
」
と
元

気
に
挨
拶
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
は
異
年
齢

の
子
ど
も
が
沢
山
い
る
の
で
行
く
の
が
楽
し

み
の
よ
う
で
す
。

　

気
が
小
さ
く
寂
し
が
り
屋
で
甘
え
ん
坊
の

舜
も
妹
の
由
依
が
生
ま
れ
た
事
で
ず
い
ぶ
ん

と
成
長
し
ま
し
た
。
由
依
が
泣
い
て
い
れ
ば

「
由
依
ち
ゃ
ん
こ
ん
な
の
が
好
き
だ
と
思
う

よ
ぉ
」
と
オ
ル
ゴ
ー
ル
を
そ
ば
で
回
し
た
り
、

リ
ン
リ
ン
鳴
る
お
も
ち
ゃ
を
手
に
握
ら
せ
た

り
、
自
分
が
食
べ
て
い
る
パ
ン
な
ど
を
小
さ

く
ち
ぎ
っ
て
お
口
に
入
れ
た
り
。
ウ
ン
チ
の

と
き
は
お
尻
拭
き
と
オ
ム
ツ
を
ピ
ュ
ー
と

持
っ
て
来
て
「
マ
マ
助
か
っ
ち
ゃ
う
？
」
と

（
笑
）。
由
依
に
手
が
か
か
る
分
、
褒
め
ら

れ
よ
う
と
「
も
う
３
歳
の
お
兄
ち
ゃ
ん
だ
か

ら
！
」
と
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
反
面
人

か
ら
言
わ
れ
る
事
を
気
に
し
す
ぎ
る
と
こ
ろ

が
あ
り
、
ち
ょ
っ
と
注
意
さ
れ
る
だ
け
で
泣

い
て
し
ま
っ
た
り
、
周
囲
の
方
か
ら
も
お
と

な
し
い
ね
と
言
わ
れ
ま
す
。
で
も
、
主
人
の

影
響
で
小
さ
な
こ
ろ
か
ら
車
雑
誌
や
レ
ー
ス

の
映
像
を
一
緒
に
見
て
い
た
の
で
お
も
ち
ゃ

の
車
に
乗
っ
て
外
で
も
、
家
の
中
で
も
ガ
ン

ガ
ン
飛
ば
し
て
い
る
時
の
顔
は
…
、
や
っ
ぱ

り
男
の
子
！
あ
っ
と
い
う
間
に
車
の
メ
ー

カ
ー
や
名
前
を
覚
え
、
本
屋
に
行
き
た
い
と

言
い
幼
児
本
の
コ
ー
ナ
ー
に
連
れ
て
行
っ
た

ら
「
こ
こ
じ
ゃ
な
い
！
」
と
、
選
ん
で
き
た

本
は
車
雑
誌
で
し
た
。
そ
し
て
「
大
人
に

な
っ
た
ら
ブ
ォ
ン
ブ
ォ
〜
ン
っ
て
う
る
さ
く

て
す
っ
ご
い
車
に
乗
る
ん
だ
ぁ
」
と
い
つ
も

言
っ
て
い
ま
す
。
憂
う
つ
に
な
り
ま
す
。
ま

た
イ
ス
ズ
の
ト
ラ
ッ
ク
の
Ｃ
Ｍ
の
歌
が
大
好

き
で
流
れ
る
と
い
つ
も
熱
唱
し
て
い
ま
す
。

　

由
依
は
あ
っ
と
い
う
間
に
９
か
月
に
な

り
、
よ
く
笑
い
よ
く
声
を
あ
げ
面
白
い
ハ
イ

ハ
イ
で
素
早
く
部
屋
中
を
移
動
し
、
大
人
し

い
時
は
大
抵
好
物
の
紙
を
黙
々
と
食
べ
（
と

り
あ
げ
ら
れ
て
は
泣
き
）、
日
々
成
長
し
て

元
気
い
っ
ぱ
い
に
育
っ
て
い
ま
す
。

　

舜
は
４
月
か
ら
幼
稚
園
。
心
配
な
事
だ
ら

け
で
す
が
、
お
友
だ
ち
と
楽
し
く
過
ご
せ
る

よ
う
に
な
っ
て
く
れ
れ
ば
い
い
な
と
願
っ
て

い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
元
気
に
育
っ
て
い
る
の

も
、
多
く
の
方
の
温
か
い
支
え
が
あ
る
お
か

げ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。
人
か
ら
も
ら
っ
た

温
か
い
気
持
ち
を
大
切
に
優
し
く
て
元
気
の

あ
る
子
に
育
っ
て
い
っ
て
欲
し
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

（
お
話
は
、
お
母
さ
ん
の
さ
お
り
さ
ん
）
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啓け
い
ち
つ蟄
や
「
ム
コ
ウ
ノ
ウ
チ
」
と
い
う
離
れ　

倉　

持　

祐　

浩

（
評
）
啓
蟄
と
は
三
月
六
日
ご
ろ
、
冬
眠
か
ら
覚
め
た
虫
た
ち

が
姿
を
現
わ
し
は
じ
め
る
こ
と
。
春
ら
し
く
な
っ
て
少
し
ウ
キ

ウ
キ
し
た
気
分
。
心
の
軽
く
な
る
様
を
ム
コ
ウ
ノ
ウ
チ
と
片
仮

名
書
き
で
表
現
し
た
佳
句
と
思
う
。　
　
　
（
中
山　

妙
子
記
）

合
槌
の
少
な
い
電
話
春
寒
し　
　
　
　
　
　

露　

木　

一　

江

早
春
の
海
を
白
帆
が
駆
け
て
行
く　
　
　
　

高　

橋　

秋　

月

ゆ
っ
く
り
と
行
く
し
か
な
い
か
菜な

花ば
な

摘
む　

尾　

崎　

重　

司

ラ
ン
ド
セ
ル
爺
の
期
待
の
重
さ
か
な　
　
　

水　

野　

徳　

江

冬
の
空
遠
嶺
に
星
を
捨
て
て
去
る　
　
　
　

田　

代　

竹　

葉

手
ま
り
麩ふ

の
浮
か
ぶ
吸
物
雛
ま
つ
り　
　
　

尾　

崎　

幸　

子

バ
レ
ン
タ
イ
ン
婆
に
も
届
く
玉
手
箱　
　
　

瀬　

戸　

余
音
子

黒
板
に
蒸
気
は
り
つ
く
春し
ゅ
ん
と
う灯　
　
　
　
　
　

吉　

田　

誠　

次

身
を
尽
く
し
今
日
の
幸
せ
梅
の
白　
　
　
　

関　
　
　

幸　

子

声
出
し
て
欠あ
く
び伸

す
る
犬
春
の
朝　
　
　
　
　

石　

田　

加
津
子

啓
蟄
や
仕
切
の
多
き
皮
財
布　
　
　
　
　
　

和　

田　

恵
美
子

す
み
れ
草
富
士
山
麓
の
ミ
ル
ク
パ
ン　
　
　

竹　

下　

由
里
子

延
命
は
要
ら
ぬ
と
決
め
て
春
の
雷　
　
　
　

内　

田　

湘　

生

身
の
丈
を
超
え
る
生
き
方
寒
の
水　
　
　
　

小　

栗　

無　

作

鰤ぶ
り

の
目
や
青
海
原
の
光
持
つ　
　
　
　
　
　

小　

塚　

英　

子

万
華
鏡
過
ぎ
し
日
追
い
ぬ
春
の
夜　
　
　
　

増　

澤　

菊　

江

山
頂
の
さ
ぁ
く
ら
さ
く
ら
人
呼
び
ぬ　
　
　

瀬　

戸　

恵
津
子

ハ
チ
公
も
雪
を
被か
ぶ

り
て
人
を
待
つ　
　
　
　

武　

尾　

て
る
子

山
笑
う
鳴
子
こ
け
し
の
首
が
鳴　
　
　
　
　

池　

田　

良　

子

い
ぬ
ふ
ぐ
り
小
さ
く
光
る
相
模
湾　
　
　
　

野　

地　

枡　

生

と
っ
く
り
が
こ
ろ
が
っ
て
く
る
梅
の
宿　
　

金　

子　

和　

夫

弟
が
試
す
園
服
山
笑
う　
　
　
　
　
　
　
　

古　

瀬　

房　

江

朝
刊
の
チ
ラ
シ
が
増
え
し
二
月
尽　
　
　
　

板　

谷　

芳　

嘉

春
の
湖
箱
根
神
社
の
朱
の
鳥
居　
　
　
　
　

稲　

葉　

末　

江

深
々
と
広
が
る
夜
空
や
寒か
ん
す
ば
る昴　

　
　
　
　
　

井　

上　

湖　

柳




